
2025年に向けて、健全経営を継続するための
地域包括ケア戦略策定の手順を、実例を示しながら、具体的に説明するセミナーです。

　  地域包括ケアシステムを

実現する手順と実例　
中小病院、有床診療所こそ地域包括ケアシステムの中心になれる。

医療・介護を取り巻く環境が大きく変化し、“病院完結型”から“地域完結型”への

医療・介護への構造改革が求められています。

厚労省は、地域の核となる医療機関が地域包括ケアシステムを実現することを

国是として推し進めています。

すなわち、在宅を中心とした医療介護システムへの転換が求められています。

その地域で1番ないし2番目の地域包括ケアシステムの医療機関を目指さない

限り、その地域でのこれからの経営は困難であると思われます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ある医療協会の会長の言葉から）

‘‘ [日　時］　2019年1月20日（日）13:00～16:00
[会　場]　エイムアテイン博多駅東貸会議室5階５Ｋ会議室

[講　師]　窪田 昌行
[定　員]　10名
[参加費]　21,600円/1名（消費税1,600円を含む）
[主　催]　株式会社ＣＣＲＣ研究所
　　　　　〒812-0013
　　　　　福岡市博多区博多駅東1-12-5 博多大島ビル503
　　　　　電話：092－292－3333

その地域でトップを目指すには、　まず、　地域の人口動態と将来の人口の推移を

知らなければなりません。人口の推移は常に意識する必要があります。

そのうえで、現在から2025年において、地域のなかでどんな医療機能・介護機能が、

求められるかを知っていくことは、不可欠です。

本セミナーでは、　皆さんの地域でNO.１の地域包括ケアシステムの役割を果たす

医療機関になる経営の考え方を14の経営プロセスとして、実例を示しながら、

具体的に説明します。

●お申し込み方法
・下記、参加申込書にご記入後、右のFAX番号宛へお申し込みください。参加者宛には「参加証/請求書/銀行振込用紙」をご郵送します。
「参加証」は当日ご持参いただき、会場受付には「お名刺1枚」とともにお渡しください。

●参加費のお支払いについて
・参加費は「請求書」到着後、原則として開催3営業日前までにお振り込みをお願いいたします。

●キャンセルについて
・開催3営業日前(土日祝日を除く)までに、弊社宛に「法人名/氏名/電話番号/返金振込銀行口座（振込済みの場合）を明記の上、

FAX：092-555-9936にご連絡ください。なお、返金手数料として、1000円申し受けます。

お申込みＦＡＸ
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お問い合わせＴＥＬ

092-292-3333
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地域包括ケアシステムを実現するためのセミナー参加申込書

セントラーザ
トヨタ
レンタカー

フォルツァ博多

筑紫口

エイムアテイン博多駅東
博多駅東1丁目12-17

博
多
駅



セミナープログラム
13:00～16:00

■なぜ、地域包括ケアシステムが生まれたのか？
　　必要になった理由　
　　・少子高齢化が半端ではない
　　・財政問題（社会保障費の増大と財源の枯渇）
　　いままでの介護ケアの歴史～故きを温ねて新しきを知る
　　・我が国の介護の歴史はゴールドプランから始まった
　　・介護保険が医療・介護のニーズを変えた
　　・2025年に向けた取組みこそが35年間の総決算
　　欧米先進国から生まれた地域包括ケア
　　・デンマークのコミュニティケア （我が国の地域包括ケアのモデル）
　　・米国のCCRC （日本型CCRCは地域包括ケアのモデルになる）

地域包括ケアシステムを実現するためのセミナー

これまでの事業

●有床診療所
・外来
・入院
●通所リハビリテーション
●通所介護
●健脳リハビリテーション
　( 通所介護での活用 )

●有床診療所
・外来
・入院
ショートステイ
・在宅医療
●通所リハビリテーション
●通所介護
居宅介護支援事業
訪問リハビリ⇒訪問介護
定期巡回随時対応訪問介護
有料老人ホーム
●健脳リハビリテーション
　( 総合事業やすべての部門で展開 )

未来ビジョン

■事例紹介➀　有床診療所モデル
■事例紹介②　中小病院モデル
■自院独自の地域包括ケアシステムを構築する
　　経営の１４のプロセスに具体的に計画を落とし込む

■地域包括ケアシステムとは何か？
　　理念と定義
　　実現に必要な３種の神器
　　地域包括ケアの実現の問題点■どの事業に取り組んでいけばいいのか？

　　マーケティングの視点が不可欠
　　STP分析で自院、患者、競合相手を明確にする
　　経営の１４のプロセスで実現までの道筋を詳しく説明する
　　➀経営目標の策定、②ゴールの設定、③経営理念の作成、④戦略立案･･･


